
 
 

 

新
観
測
海
域
の
六
地
点 

 

新
聞
報
道
に
よ
る
と
拡
大

さ
れ
る
新
観
測
地
点
は
久
慈

市
沖
、
山
田
町
沖
、
久
慈
と

山
田
の
中
間
地
点
沖
に
二
地

点
ず
つ
の
計
六
箇
所
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
点
が
ど
の

程
度
の
沖
合
な
の
か
、
沿
岸

に
近
い
の
か
不
明
で
す
が
、

湾
内
養
殖
に
つ
い
て
も
確
実

に
監
視
出
来
る
地
点
が
望
ま

れ
ま
す
。 

調
査
項
目
は
ど
う
か 

 

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
▽

海
底
土
▽
海
水
▽
海
洋
生
物

の
三
項
目
で
、
海
水
、
海
産

物
は
年
二
回
、
海
底
土
は
、

年
一
回
の
調
査
と
し
て
い
ま

す
。
海
産
物
に
つ
い
て
は
、

対
象
海
域
の
漁
獲
物
を
漁
協

か
ら
購
入
し
、
サ
ケ
、
サ
ン

マ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
マ
ダ
ラ
、

ア
イ
ナ
メ
の
五
種
類
の
予
定

と
言
い
ま
す
。
対
象
核
種
は

ト
リ
チ
ウ
ム
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
２
３
９
、
同
２
４
０
、
セ

シ
ウ
ム
１
３
７
、
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
９
０
な
ど
海
水
で
十

核
種
、
海
産
物
、
海
底
土
で

九
核
種
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
調
査
項
目
に
つ
い
て
、

沿
岸
部
養
殖
の
安
全
の
た
め

に
は
、
移
動
性
の
少
な
い
エ

ビ
や
カ
ニ
、
そ
し
て
ア
ワ
ビ
、

ホ
タ
テ
な
ど
の
貝
類
も
是
非

必
要
で
す
。
ま
た
、
核
実
験

な
ど
に
由
来
す
る
人
工
放
射

能
と
区
別
す
る
た
め
に
、
特

に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
８
を

測
定
し
、
２
３
９
、
２
４
０

と
の
「
量
的
割
合
」
に
よ
る

発
生
源
の
特
定
が
要
求
さ
れ

ま
す
。 

文
部
科
学
省 

「
海
洋
環
境
放
射
能
総

合
評
価
事
業
」 

文
部
科
学
省
の
「
海
洋
環

境
放
射
能
総
合
評
価
事
業
」

は
漁
場
環
境
の
安
全
確
認
の

た
め
に
一
九
八
三
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
同
省
が
、

関
係
省
庁
と
四
七
都
道
府
県

等
の
協
力
を
得
て
集
約
し
て

い
る
「
環
境
に
お
け
る
放
射

能
水
準
調
査
」
は
、
過
去
約

三
〇
〇
万
件
の
測
定
結
果
を

収
録
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
「
原
子
力
施

設
」
、
「
身
の
回
り
な
ど
環
境

一
般
」
、
「
原
子
力
艦
」
の
三

項
目
に
ま
と
め
ら
れ
誰
で
も

検
索
出
来
ま
す
。 

「
六
ヶ
所
核
燃
施
設
の
安

全
協
定
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
と
と
も
に
、
厳
密
、
正

確
な
測
定
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 第
三
ス
テ
ッ
プ
開
始

に
抗
議
文 

「岩
手
の
会
」な
ど
七
団
体 

一
月
二
六
日
、「
三
陸
の
海

を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の

会
」「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会
」
な
ど
岩
手
県
内
七
市

民
団
体
は
、
大
量
の
放
射
性

廃
棄
物
を
下
北
の
海
に
流
し

さ
ら
に
二
九
日
か
ら
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
第
三
ス
テ
ッ
プ
を

開
始
す
る
と
し
た
日
本
原
燃

（
株
）
へ
、
即
時
中
止
要
求

の
抗
議
文
を
送
り
ま
し
た
。 

抗
議
文
で
は
、
十
一
月
の

放
出
は
、
原
発
の
濃
度
規
制

値
の
約
一
四
〇
〇
倍
に
達
す

る
日
も
あ
り
、
生
態
系
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
、
第
三
ス

テ
ッ
プ
へ
の
突
入
は
許
さ
れ

な
い
と
し
、
岩
手
県
民
へ
の

説
明
を
求
め
ま
し
た
。 
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文
部
科
学
省
は
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
、
青
森
県
六

ヶ
所
村
の
核
燃
料
再
処
理
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
海
域

の
放
射
能
調
査
の
範
囲
を
、
従
来
の
青
森
県
沖
か
ら
岩

手
県
沖
に
も
拡
大
す
る
と
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
「
核
燃
施
設
沖
合
海
域
調
査
」
は
、
青
森

県
沖
を
中
心
に
十
六
地
点
で
し
た
が
、
来
年
度
か
ら
岩

手
県
沖
に
六
地
点
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
す
。 

○
こ
れ
ま
で
の
調
査
地
点 

◆
拡
大
さ
れ
る
調
査
地
点 



 
 

青
森
県
の
各
新
聞
が
伝
え

る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
全
国
約

十
万
人
の
医
師
や
歯
科
医
師

で
つ
く
る
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
（
保
団
連
）
の
住
江

憲
勇
会
長
は
二
月
二
八
日
青

森
県
庁
で
記
者
会
見
し
、
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
か
ら
放
出

さ
れ
る
放
射
性
廃
棄
物
は
国

民
の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
同

工
場
の
操
業
中
止
を
訴
え
ま

し
た
。
要
請
事
項
は
①
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
の
見
通
し
が
つ
く
前
は

操
業
開
始
を
認
め
な
い
②
環

境
中
に
放
出
さ
れ
る
放
射
性 

 

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
機
関

紙
「
生
活
と
自
治
」（
二
月
号
）

が
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、 

生
活
ク
ラ
ブ
山
梨
で
は
、
青

森
県
六
ヶ
所
村
の
核
燃
再
処

理
工
場
の
稼
働
は
、
安
全
な

消
費
生
活
を
脅
か
す
も
の
と 

し
て
「
考
え
る
会
」
を
結
成 

し
、
学
習
会
や
署
名
活
動
を 

行
い
、
青
森
県
ま
で
代
表
を 

送
り
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。 

廃
棄
物
を
回
収
・
除
去
す
る

装
置
を
設
置
す
る
③
海
洋
中

へ
の
放
射
性
廃
棄
物
の
放
出

日
時
を
公
表
す
る
等
、
六
項

目
。
青
森
県
や
日
本
原
燃
に

そ
の
取
組
み
を
求
め
ま
し
た
。 

 

保
団
連
は
一
月
に
開
催
し

た
代
議
員
会
で
、
再
処
理
操

業
に
反
対
し
、
核
燃
サ
イ
ク

ル
計
画
の
抜
本
的
見
直
し
を

求
め
る
特
別
決
議
を
採
択
し

て
い
ま
す
。 

 

会

見

で
住

江

会
長

は

「
様
々
な
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル

が
試
運
転
段
階
で
起
き
て
お

り
、
再
処
理
操
業
に
は
大
き

な
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
全 

 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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九
月
か
ら
始
め
た
「
運
転

中
止
を
求
め
る
署
名
」
は
十 

二
月
上
旬
で
四
八
〇
〇
筆
に

達
し
、
十
二
月
十
一
、
十
二

日
の
二
日
間
、
同
会
副
実
行

委
員
長
の
上
野
す
み
子
さ
ん

ら
四
人
の
メ
ン
バ
ー
が
青
森

県
と
六
ヶ
所
村
、
さ
ら
に
近

接
四
市
町
村
を
訪
れ
、
要
請

行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

市
町
村
と
の
懇
談
で
は
、 

複
数
の
自
治
体
関
係
者
が

「
放
射
能
に
よ
る
健
康
や
環

境
へ
の
悪
影
響
、
農
業
、
漁

業
な
ど
の
基
幹
産
業
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
を
強
く
恐
れ
て
い
る
。 

そ
の
一
方
で
、
原
子
力
関
係 

国
的
な
問
題
で
あ
り
、
青
森

県
民
や
国
民
に
被
害
が
及
ば

な
い
よ
う
に
、
徹
底
的
な
安

全
・
安
心
対
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

青
森
県
側
は
「
要
請
は
知
事

に
伝
え
る
。
安
全
性
に
つ
い

て
は
国
が
審
査
し
て
い
る
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
安
全
協

定
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
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 の

交
付
金
が
な
け
れ
ば
“
第

二
、
第
三
の
夕
張
市
”
に
な

り
か
ね
な
い
財
政
状
況
が
あ

る
」
な
ど
の
話
が
出
た
と
い

う
こ
と
で
す
。 

青
森
県
庁
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
総
合
対
策
局
を
訪
問
。

再
処
理
工
場
の
運
転
中
止
を

強
く
訴
え
、「
青
森
県
か
ら
遠

く
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
で

も
、
こ
の
問
題
は
消
費
者
と

し
て
見
過
ご
せ
な
い
問
題
で

す
。
だ
か
ら
、
青
森
県
ま
で

出
か
け
て
き
ま
し
た
。
放
射

能
は
人
類
と
共
存
し
え
な
い
。

青
森
県
と
し
て
も
放
射
能
の

危
険
性
な
ど
事
実
を
正
確
に

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

県
民
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

 

同
生
活
ク
ラ
ブ
で
は
、
二

月
二
一
日
に
、
甲
府
市
の
近 

く
の
敷
島
町
で
約
一
三
〇
人 

を
集
め
て
、
六
ヶ
所
再
処
理

工
場
の
廃
止
を
訴
え
る
作
家 

、
広
瀬
隆
氏
を
講
師
に
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
学
習
会 

で
は
、
環
境
へ
の
放
射
能
放

出
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る

熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ
、
署

名
活
動
は
今
年
八
月
ま
で
続

け
る
と
し
ま
し
た
。 

ー
ー
ー
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青
森
県
保
険
医
協
会 

水
俣
病
か
ら 

核
燃
問
題
を
考
え
る

講
演
会 

日
時
：
三
月
二
四
日
（
土
） 

 
 
 

十
四
時
〜
十
六
時
半 

場
所
：
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ 

一
、
二
会
議
室 

 
 
 

弘
前
市
下
白
銀
一
九
ー
四

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
向
い
） 

電
０
１
７
２ 

（
３
３
）
６
５
７
１ 

 

参
加
料 

無
料 

 
 
 

講
演
１
（
七
〇
分
） 

「水
俣
病
の
真
実
〜
水
俣 

は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
」 

講
師 

藤
野 

糺
氏 

 

（
水
俣
協
立
病
院 

名
誉
院
長
） 

講
演
２
（
五
〇
分
） 

「
青
森
県
・
三
陸
の
大
気
と

海
に
迫
る
放
射
能
汚
染
」 

 
 

講
師 

小
山
英
之
氏 

（
美
浜
の
会
代
表
） 

核
燃
料
の
再
処
理
や
め
て
！ 
 

 

山
梨
県
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
（
考
え
る
会
）
が 

青
森
県
と
六
ヶ
所
村
・近
隣
四
市
町
村
へ
要
請
行
動 

 

 
 
 

六ヶ所村へ要請・山梨「考える会」

代表メンバー（「生活と自治」より） 
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第3 

ステップ 

1/29     

月別放出量（０６．４～０７．１） 

トリチウム  単位 兆ベクレル 

（株）日本原燃ホームページ「月別報告書」 

六ヶ所再処理工場 １月の放射能放出量 

 トリチウム ３兆３０００万ベクレル 

 ヨウ素１２９   ２９０万ベクレル 

第2ステップ 

8/12        12/6 

第１ 

ステップ 

3/31 

6/26 

 

＊
一
月
の
放
出
回
数
二
回 

十
一
日 

十
三
日 

全国保険医団体連合会 
住江憲勇会長 

青森県へ再処理工場 

操業中止要請 


